
令和３年度第３回石狩市行政改革懇話会 

 

日  時：令和４年３月 23日（水）15：00～ 

場  所：石狩市役所５階 全員協議会室 

出席者：次のとおり 

委  員 職  員 

役職 氏  名 出欠 所 属 氏  名 

会長 角川 幸治 ○ （事務局）総務部長 及川 浩史 

副会長 飯尾亜紀仁 ○ （事務局）総務部行政管理課長 森本 栄樹 

委員 竹内 健太 × （事務局）総務部行政管理課行政改革担当主査 小林 睦 

委員 伊藤美由紀 ○ （事務局）総務部行政管理課行政改革担当主査 菅原 太樹 

委員 上木 智子 ○   

委員 運上 昌洋 ○   

委員 東  幸子 〇   

委員 本間 貴士 〇   

傍聴人：０名 

 
【角川会長】 

みなさまお疲れさまでございます。年度末のお忙しい中お集まりいただきありがとうご

ざいます。ご存知のとおり、この冬は何十年に一度の大雪で除雪に携わっている会社は大変

忙しい、何より市民は本当に苦労されているということで、先ほど上木委員ともお話しまし

たが、ちょうど今日、排雪が入ったそうですね。それまで本当に道路の状態含めて大変なこ

とになっていますよね。 

そしていろいろなことが起きています。まずは戦争ですね、それと地震も起きたというこ

とで、そして月曜日まではまん延防止措置の対象となっていました。ところがそのまん延防

止措置も明けて、すこし経済が回るのかなと思っているのですが、振り返るとこのコロナ禍

の中でこの 2年間、みなさん苦労されたというか、経済が回らなかったことが事実としてあ

ります。このような懇話会も回数や場所が非常に限られた中で、今日は年度の最後の懇話会

ということで 

まん延防止措置が明けたことでこのような形で顔を合わせて開催できるのは非常に良か

ったと思います。年度最終日となっておりますので、しっかりと最後まで悔いの無いように、

感じていること思っていること主張したいこと、どんどん積極的にお話いただきたいです。

最後に一つお話したいのですが、私の任期というものがありますのでそういった話もさせ

ていただきたいと思っております。今日は忌憚のない意見をぜひよろしくお願いしたいと

思います。 









































それでは今期最後の懇話会ということで委員の皆様から一言いただきたいと思います。 

いいですか。それでは 2年間の懇話会の今日はラストということでせっかくですから感想、

思いも含めてお一人ずつお話をいただきたいと思います。では伊藤委員から。 

 

【伊藤委員】 

２年間こちらに来ることになりまして、どういう角度で自分はいたらいいのかと迷って

いました。ただせっかく普通では来られない場所に来られているのだから、何か声をあげな

ければと思いまして。２年目でやっと私の中でまとまったのはやはり子どもという立場の

石狩市での位置づけをしっかりやっていただけるよう自分でも動きながら皆さんにお話を

聞いていただけるようにしていきたいとおもいました。とても勉強になりました。ありがと

うございました。 

 

【運上委員】 

ありがとうございました。石狩市がどういうことを考えているのかということを直接聞

ける場所なので、私は何ができるのかというのはいつも考えさせられていました。石狩市が、

魅力がないと人が集まってこないし、厚田とかも人が来てくれないと思います。今江別市な

どがまちづくりを真剣にやってみたり、北広島はまた新たな取組をしていて、石狩も今コス

トコができ、いろいろないいところがあげられると思うのですが、市民が住みやすいために

はどうしたらいいかというのを行政と一緒に考えながら、地域づくりに参加しながらやっ

ていきたいなといろいろ考えさせられる機会になりました。子育てというのが自分の中に

今ありまして、やはり子どもたちが住める未来があるまちは、そのまちも未来があるのでは

ないかと思っています。樽川とか人が増えています、小学校もマンモスになって。高齢者が

住みやすいというのはもちろんですが、そういったところを行政がどう考えているのかと

いうところをまた考える機会になりまして、本当にありがとうございました。 

 

【本間委員】 

２年間お世話になりました。私も職場が厚田であるという立場と、石狩市緑苑台に住んで

いるという立場と、また仕事として石狩市さんに仕事をもらって事業を営むという立場と

いうところで、いろいろな視点を持ちながら、なんとか石狩市が良くなればと思っていろい

ろ話をさせていただきました。今運上委員もおっしゃったとおり、私も石狩市民であります

から石狩市がもっと魅力あるまちで、市民が増えて住みやすいまちになればという思いで、

２年間お付き合いさせていただきました。大変勉強になりました。ありがとうございます。 

 

【飯尾副会長】 

この２年間というか、この前の２年間もおりましたがその時はいろいろな研修やら、外を

見に行ったりですとか、僕たちがまず行政改革とはなんだろう、というところから入ってい







を受けて私自身としては6年間、総務部長としてこちらのほうに、携わらせていただきまし

た。行政改革と言えば、どこから話をしていいのかなっていうことで、多分委員の皆様も本

当に少し戸惑いがあったのかなと思いますし、その気持ちはわかります。ただ、非常にそう

いった、手探りの意見の中に大変貴重な宝石の原石といいますか､そういった言葉があると

いうことも我々も非常にこのなかで味わってきております。まさに、過去から今にかけて、

行政改革のあり方というのは先ほど会長がおつしやったとおり、そのとおりだと思います。

過去はやはり削ることが行政改革の仕事だというような、まさにその行政改革を使った経

費削減というようなことでありましたが、今まさにようやく、本来の行政改革の形になって

きたのではないかと。要するに、市民目線でサービスを良くしよう、そのためには効率化を

図ろう、あとは働きがいをもっと上げるとか、そういうことに、シフトしてきたことが、非

常に、これから行政改革に携わる仕事をしていてもやりがいがあるのかなと。建設的な話が

ようやくできるようになってきたなというのが我々の、事務方の思いではございます。これ

から市役所としては､職員が石狩市をもっと愛する、本当に石狩が好きで働いているんだと

いうような職員がですね、一人でも多くなるような職場づくりというものをこれからは考

えていかなければならないと思っています。それが全ていい方向に向かっていけるような

ことになるのでないかなということは私確信しているところでございます。ちょっと、私事

で恐縮ですがこの春でですね、定年退職ということになりますけれども、最後に皆さんとも

お仕事させていただいて、大変いい経験になりました。どうもありがとうございました。

【角川会長】

よろしいですか。はい、それでは石狩市行政改革懇話会を終了します。皆さん大変ありが

とうございました。

令和4年3月31日議事録確定

石狩市行政改革懇話会 会長
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